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ヘヤドライヤの風量測定方法 

1. 目 的 

ヘヤドライヤの風量測定方法を定める。 

 

2. 適用範囲 

この測定方法は、送風装置と電熱装置を内蔵した定格消費電力 1500W 以下の手持形のヘヤドライ

ヤ（以下、ヘヤドライヤと言う。）について規定する。ただし、スチーム式、アイロン式などの特

殊なものは除く。 

 

3. 一般測定条件 

a) ヘヤドライヤを定格電圧、定格周波数のもとで運転し、付属品（ブラシ、ノズルなど）をもつ

ものは、付属品を取り付けない状態で試験を行う。 

b) ヘヤドライヤは原則として常温（20±15 ℃）、常湿（65±20 ％）で測定を行うものとする。

ただし、常温以外で使用するものについては、指定された温度で測定を行う。 

 

4. 風量の測定方法 

風量測定は、JIS C 9603 換気扇の附属書1によって行う。 
ただし、試験装置は、図の様に空気漏れがないように、ヘヤドライヤとチャンバの接続部を、テ

ープやパテで隙間を封じるなど、適切な接続をする。温度計は、ヘヤドライヤの吸込み側の空気及

び吐出し側の空気の温度を正しく測定できる場所に置く。オリフィスは，風量に応じて適切に選定

する。測定時は、空気糟の静圧が0になるように調整した後、流量計の差圧を読み取る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1―風量試験装置 
 

5. 風量値の許容差 

風量を表示する場合、規定する風量の算出方法により得た数値を㎥/min の単位で表示すること

とし、この場合における許容範囲は、表示値の±10％とする。 
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ヘヤドライヤの風量測定方法 解説 

 

1．制定の趣旨 

『ヘヤドライヤの風量測定方法』については、これまでは JIS 等の公的な規格に規定されてい

ない状況から、各社にて独自の測定方法により、その測定を行って来た。しかし、その測定方法等

が各社で統一されていないためその測定値の妥当性や比較について不明な部分があった。そのため、

その評価を業界で統一して行える様に、本風量測定方法を定め、日本電機工業会会員各社の評価／

訴求の適正化を図る。 

 

2．許容差に関して 

許容差に関しては、家庭用品品質表示法 法令規定集に記載の電気機械器具表示規定の換気扇の

風量表示規定を参考にした。 

 

以 上 
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参考 JIS C9603 換気扇 附属書 1 風量測定方法 
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